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平成20年３月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成20年３月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）通期

業績予想について、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 平成20年３月期 通期業績予想数値の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

(1) 連結業績予想 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ３３,０００ ６３０ ６２０ ３４０ 

今回修正予想（Ｂ） ３３,２００ ６６０ ５２０ １２０ 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） ２００ ３０ △１００ △２２０ 

増 減 率（％） ０.６％ ４.８％ △１６.１％ △６４.７％ 

（ご参考）前期実績(平成19年３月期) ３２,０３８ ９４２ １,０００ ５１３ 

(2) 個別業績予想 （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ３３,０００ ６１０ ６２０ ３３０ 

今回修正予想（Ｂ） ３３,２００ ６２０ ４９０ １１０ 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） ２００ １０ △１３０ △２２０ 

増 減 率（％） ０.６％ １.６% △２１.０％ △６６.７％ 

（ご参考）前期実績(平成19年３月期) ３２,０４１ ９２６ ９９９ ５１７ 

 

２．修正の理由 

(1) 連結業績予想 

 売上高は、玉子製品や海外調達品の拡販などにより、前回発表予想を上回る見通しです。 

しかしながら、利益面におきましては、年金資産の運用利回りの低下に伴う退職給付債務の

上昇や、急速な円高による通貨スワップの期末時価評価損の発生に加え、過去経営効率や健全

化を目的として、資産の圧縮を行ってきた結果発生した繰延税金資産を今期取崩すこととした

要因などで、経常利益および当期純利益は前回発表予想を下回る見通しです。 

なお、主要原材料価格の上昇や、原油・穀物価格の高騰による副材料費・補助材料費・燃料

費などの上昇、商品仕入代の値上げなどによる大幅なコスト増加もありましたが、営業利益は

予想の範囲内に収まる見込みです。 

(2) 個別業績予想 

個別業績予想の修正も、連結業績予想の修正と同様の理由によるものです。 
 

以 上 

 


